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あとがき

校庭の草木に新緑が萌え，子どもたちの明るい歌声が聞こえ，遊び戯れる姿が見られる。いつもなが

らの光景である。本校は昨年度で高等部が揃い，教職員の配置もほぼ終り，決意も新たに出発するこ

とができた。

「発達に即応した教育課程の編成」を開校以来の研究テーマとして満４年が経過した。これまで教

育条件の整わない中での研究には多くの障壁があったが教官が心を一つにして試行錯誤を繰返しなが

らその土台づくりに全力を傾注してきた。

ここに集録した内容は，教育課程の集大成を図るべ<昭和５８年度に研究実践したもの（２カ年継
続の初年分）である。

昭和５９年度は，残された特別活動，養護・訓練等の指導計画を作成し，全教科・領域の指導計画

が一応完結をみることになる。

子どもたちが，より生き生きと活動することを願い，多くの問題をかかえながらも研究紀要第４集

を発刊した次第である。この報告によって私たちが取り組んだ意図を少しでも多くの方々にご理解い

ただき，ご叱正賜れば幸いである。

最後に，本研究にあたって終始御指導いただいた鹿児島県教育委員会学校教育課永長八郎指導主事

（現鹿児島盲学校)竹井勝志指導主事，教育センター瀬戸口吉三郎研究主事，粟屋砿海研究主事，鹿

児島大学教育学部障害児学科の久留一郎教授，清原浩教授，内田芳夫助教授に厚くお礼申し上げます。
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